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練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文化財係）

恥L　3993－1111

〒176－8501

練馬区豊玉北6－12－1

文
化
財
講
座

考
古
学
か
ら
み
た

中
世
の
城
跡

文
化
財
に
親
し
も
う
！

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
2
0
0
8

今
年
で
1
1
年
目
を
迎
え
る
「
東
京
文
化
財

ウ
イ
ー
ク
」
。
毎
年
1
1
月
1
日
か
ら
7
日
ま

で
の
1
週
間
は
　
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
中
は
全
国
で
文
化
財
の
保

護
と
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
行
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
東
京
都
で
は
強
調
週
間
の
前
後

を
　
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」
　
と
し
て
、
都

内
全
域
で
文
化
財
を
血
斉
に
公
開
す
る
と
と

も
に
、
関
連
す
る
企
画
事
業
を
あ
わ
せ
て
実

施
し
ま
す
。

◇
公
開
事
業

1
1
月
1
日
　
（
土
）
　
～
9
日
　
（
日
）

◇
企
画
事
業

1
0
月
1
日
　
（
水
）
　
～
1
1
月
3
0
日
　
（
R
）

※
詳
細
は
ガ
イ
ド
冊
子
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー

ク
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

練
馬
区
で
は
企
画
事
業
と
し
て
、

○
文
化
財
講
座

「
考
古
学
か
ら
み
た
中
世
の
城
跡
」

○
石
神
井
城
跡
巡
り
と
発
掘
パ
ネ
ル
展

○
尾
崎
遺
跡
出
土
品
展
示
・
解
説
会

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

「石神井城跡巡りと発掘パ

で真剣に見入る子供たち

◇国指定天然記念物◇

練馬白山神社の大ケヤキ

公
開
事
業
と
し
て
は
、
2
ペ
ー
ジ
で
紹
介

す
る
区
内
の
国
お
よ
び
都
指
定
の
文
化
財
も

公
開
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
練
馬
区
の
身
近
な
文
化

財
や
歴
史
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ド
冊
子
「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
全
体
の
事
業
内
容

を
詳
し
く
記
し
た
ガ
イ
ド
冊
子
　
「
東
京
文
化

財
ウ
イ
ー
ク
」
　
は
、
9
月
下
旬
に
、
練
馬
区

教
育
委
員
会
文
化
財
係
や
郷
士
資
料
室
　
（
石

神
井
図
書
館
地
階
）
・
区
立
図
書
館
な
ど
で
配

布
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
同
内
容
が
東
京
都

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
掲
載

さ
れ
ま
す
。
練
馬
区
以
外
の
事
業
に
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
世
城
跡
の
構
造
や
出
土
遺
物
の
解
説
を

中
心
と
し
て
、
考
古
学
の
視
点
か
ら
石
神
井

城
跡
・
練
馬
城
跡
を
考
え
ま
す
。

◆
日
時
1
0
月
2
9
日
（
水
）
午
後
2
～
5
時

◆
定
員
｛
○
○
名
（
無
料
）

◆
場
所
練
馬
区
役
所

ア
ト
リ
ウ
ム
地
階
多
目
的
会
議
室

◆
演
題
「
関
東
の
中
世
城
郭
」
（
予
定
）

埼
玉
県
教
育
委
員
会
浅
野
晴
樹

◆
演
題
「
石
神
井
城
跡
と
練
馬
城
跡
」

練
馬
区
郷
土
資
料
調
査
員

都
築
恵
美
子

（
申
し
込
み
方
法
）

電
話
受
付
（
先
着
順
）
練
馬
区
教
育
員
会

生
涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

◆
一
人
で
2
名
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

○
受
付
開
始
1
0
月
1

4
日
（
火
）
午
前
9
時

○
電
話
0
3
（
5
9
8
4
）
2
4
4
2
（
平
目
）

石神井城跡の堀
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石
神
井
城
跡
巡
り
と

昇
掘
パ
ネ
ル
及

尾
崎
遺
跡
出
土
品
の
公
開

区
内
に
あ
る
国
指
定
・
都
指
定
文
化
財

①
石
神
井
城
跡
（
中
世
豊
島
氏
の
城
郭
）
　
と

そ
の
周
辺
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

②
城
跡
の
主
郭
跡
で
の
発
掘
パ
ネ
ル
展
で
す
。

【
目
時
と
内
容
】

①
石
神
井
城
跡
巡
り
　
日
月
3
日
（
月
・
祝
）

a
愛
宕
山
塁
コ
ー
ス
　
（
所
要
約
1
時
間
）

午
前
1
回
、
午
後
2
回
の
計
3
回

b
文
化
財
巡
り
コ
ー
ス
　
（
所
要
約
3
0
分
）

午
前
2
回
、
午
後
2
回
の
計
4
回

※
小
雨
決
行
、
詳
細
は
区
報
1
0
月
1
1
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
城
跡
発
掘
パ
ネ
ル
展

日
月
1
～
9
日
　
（
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
4
時
3
0
分
）
、
普
段
は
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
フ
ェ
ン
ス
内
（
主
郭
跡
）
に
お

い
て
石
神
井
城
跡
を
発
掘
調
査
し
た
成

果
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

◆
日
月
3
日
（
月
・
祝
）
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
3
時

主
郭
跡
に
お
い
て
平
成
1
0
年
度
以
降

の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
や
、
調
査

の
歴
史
な
ど
の
展
示
パ
ネ
ル
を
ま
じ
え
な

が
ら
随
時
解
説
し
ま
す
。
※
雨
天
中
止

【
場
所
】
都
立
石
神
井
公
園
内
石
神
井
城
跡

【
交
通
】
　
石
神
井
公
園
駅
　
（
西
武
池
袋
線
）

南
口
下
車
徒
歩
2
0
分

【
申
込
み
】
当
日
現
地
で
（
無
料
）

【
問
合
せ
】
練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財
係

電
話
0
3
（
5
9
8
4
）
2
4
4
2

◆
尾
崎
遺
跡
　
（
都
指
定
史
跡
）

春
日
小
学
校
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭
和

5
4
・
5
5
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
旧
石
器

時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。

旧
石
器
時
代
で
も
古
い
時
期
の
石
器
で
あ

る
局
部
磨
製
石
斧
、
縄
文
時
代
早
期
の
土

器
、
中
・
近
世
の
陶
磁
器
な
ど
の
出
土
品

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
場
所
】
春
日
町
5
－
1
2
－
1

春
日
小
学
校
内
郷
土
資
料
室

【
交
通
】
練
馬
春
日
町
駅
　
（
都
営
地
下
鉄

大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
8
分

【
目
時
】
　
日
月
1
日
　
（
土
）
　
2
日
　
（
日
）

3
日
（
月
・
祝
）
8
日
（
土
）
9
日
（
日
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

※
校
内
に
立
入
る
際
に
は
、
必
ず
学
校
受
付

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
出
土
品
の
解
説
会

日
月
9
日
　
（
日
）

午
前
1
0
時
3
0
分

～
午
後
2
時

◎
学
芸
員
が
展
示

品
を
解
説
し
ま
す
。

※
出
土
品
は
区
指

定
文
化
財
で
す
。

尾
崎
遺
跡
の
ほ
か
、
公
開
し
て
い
る
区

内
の
国
指
定
・
都
指
定
文
化
財
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

☆
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
ケ
ヤ
キ
は
2
本
あ
り
、
い
ず

れ
も
樹
齢
約
9
0
0
年
と
推
定
さ
れ
る
、
幹
周
り

が
7
m
を
超
え
る
全
国
で
も
有
数
の
巨
木
で

す
。
源
義
家
が
永
保
3
年
（
一
〇
八
三
）
、
後

三
年
合
戦
で
奥
羽
　
（
東
北
地
方
）
　
に
向
か
う

際
に
、
戦
勝
を
祈
願
し
て
苗
を
奉
納
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
－
2
　
白
山
神
社
境
内

【
交
通
】
豊
島
圃
駅
　
（
西
武
豊
島
線
・
都
営

地
下
鉄
大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
5
分

☆
小
野
南
山
墓
及
び
墓
誌

（
都
指
定
有
形
文
化
財
）

小
野
蘭
山
　
（
一
七
二
九
～
一
八
一
〇
）
　
は

江
戸
中
期
に
活
躍
し
た
本
草
学
　
（
博
物
学
）

者
で
、
そ
の
講
義
を
ま
と
め
た
　
「
本
草
綱
目

啓
蒙
」
　
4
8
巻
は
、
国
内
最
大
の
本
草
学
の
文

献
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
1
2
年
（
一
九

一
。
二
）
　
の
関
東
大
震
災
の
雁
災
に
よ
り
浅
草

か
ら
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
所
在
地
】
練
馬
4
－
2
7
　
迎
接
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
内
）

【
交
通
】
豊
島
園
駅
　
（
西
武
豊
島
線

地
下
鉄
大
江
戸
線
）
　
下
車
徒
歩
5
分

【
公
開
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

☆
石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（
都
指
定
旧
跡
）

三
宝
寺
池
は
、
武
蔵
野
三
大
湧
水
池
の
一

つ
で
、
石
神
井
川
の
水
源
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
三
宝
寺
池
南
側
の
台
地
に
は
石
神

井
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
南
側
を
石
神
井
川
に

挟
ま
れ
た
要
害
の
地
で
し
た
。
石
神
井
城
は
、

中
世
こ
の
地
域
を
支
配
し
て
い
た
豊
島
氏
の

拠
点
で
し
た
が
、
文
明
9
年
（
一
四
七
七
）

扇
谷
上
杉
氏
に
仕
え
た
江
戸
城
主
太
田

道
港
に
攻
め
ら
れ
落
城
し
ま
し
た
。

【
所
在
地
】
石
神
井
台
一
丁
目
・
二
丁
目
他

都
立
石
神
井
公
園
内

【
交
通
】
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）

南
口
下
車
徒
歩
2
0
分

【
公
開
時
間
】
午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
．

4
時
3
0
分

☆
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
中
央
に
あ
る
中
の
島
（
浮
島
）

周
辺
虻
範
囲
と
し
て
昭
和
1
0
年
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
都
市
化
の
進
む
中
、
昭

和
6
0
年
代
初
め
に
は
池
の
湧
水
が
ほ
と
ん

ど
枯
れ
る
な
ど
し
て
何
種
か
の
水
生
植
物
は

消
滅
し
、
生
き
残
っ
た
コ
ウ
ホ
ネ
、
ミ
ツ
ガ

シ
ワ
、
ハ
ン
グ
シ
ョ
ウ
、
カ
キ
ッ
バ
タ
な
ど

も
衰
退
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
順
調
に
回
復

し
、
貴
重
な
植
物
相
を
み
せ
て
い
ま
す
。

【
所
在
地
な
ど
は
、
右
記
に
同
じ
】
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文
化
財
を
次
世
代
に
伝
え
る

文
化
財
保
護
推
進
員
の
紹
介

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
は
、
練

馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
昭
和
6
3

年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
2
年
で
、

平
成
2
0
年
4
月
1
目
付
で
第
1
1
期
の
文
化

財
保
護
推
進
員
1
2
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

1
1
名
が
再
任
さ
れ
、
南
大
泉
地
域
を
担
当
さ

れ
て
い
た
荒
井
道
子
さ
ん
の
後
任
に
松
下
真

理
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
区
は
、
現
在
7
0
万
人
を
こ
え
る
人
口

の
増
加
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
と
も
な
う
都
市
化
に
よ
っ
て
、
区
内
の
様

子
も
徐
々
に
変
貌
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
か

っ
て
武
蔵
野
の
面
影
を
み
せ
て
い
た
自
然
も

そ
の
姿
を
か
え
て
お
り
、
私
た
ち
に
身
近
で

あ
っ
た
雑
木
林
や
国
畑
、
路
傍
の
石
仏
、
庚

申
塔
な
ど
も
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
推
進
員
の
方

々
は
、
下
図
の
と
お
り
1
2
に
分
け
た
区
内
の

各
地
域
を
担
当
し
、
文
化
財
保
護
の
た
め
、

巡
回
二
調
査
し
て
状
況
を
確
認
、
聞
き
と
り

す
る
な
ど
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
財
関
係
事
業
に
も
協
力
し
、
文
化
財

保
護
の
重
要
性
を
区
民
に
ご
理
解
い
た
だ
く

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
内
容
や
結
果

は
、
年
に
3
回
開
催
さ
れ
る
推
進
員
連
絡
会

で
報
告
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
文
化
財
を
守
り
、
次
世

代
へ
と
伝
え
て
い
く
う
え
で
大
変
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
文
化
財
保
護
推
進
員
の

方
々
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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こ、萱〉…××

⑫ 鈴 木 義 範

線
名
ヱ
仏
象
工
芸
展

～
練
馬
に
活
き
る
匠
の
技
～

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
に
、
緻
密
で

大
胆
な
匠
の
技
が
光
り
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
作
品
に
心
意
気
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
練
馬
の
伝
統
工
芸
の
「
心
」

と
「
技
」
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
0
月
2
4
日
（
金
）
～
2
6
日
（
目
）

午
前
1

0
時
～
午
後
5
時

会
場
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ピ
ア
レ
ス
A
棟
2
階
・
3
階
）

地
図
参
照

内
容
展
示
・
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
予
定
）

主
催
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

後
援
練
馬
区
・
練
馬
区
教
育
委
員
会

北

－　3　－
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塁掲芸
の の

大
ふ

書蓋
髪 〉誉宝〉∽・藻 採

壷 総 譜 窯

窯 蕾
黒 祭 器 莞

　〈、〈、〉≒

萱

移
転
し
た
馬
頭
観
音

平
成
8
年
7
月
、
環
状
八
号
線
の
工
事
に

よ
り
、
区
指
定
文
化
財
「
下
練
馬
の
大
山
道

道
標
」
他
（
北
町
1
丁
目
）
が
撤
去
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
北
町
地
域
の
皆
さ
ん
が

道
標
を
元
の
位
置
に
戻
し
、
残
し
て
欲
し
い

と
い
う
要
望
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
標
は
一
時
的
に
北
町
児
童
遊

園
に
移
転
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
6
月
に

元
の
位
置
の
近
く
に
戻
り
ま
し
た
。

現
在
、
旧
川
越
街
道
を
通
行
す
る
人
達
か

ら
も
良
く
見
え
る
よ
う
に
位
置
を
変
え
て
、

自
動
車
の
通
行
に
も
支
障
が
無
い
よ
う
、
見

通
し
を
良
く
し
て
い
ま
す
。

《
下
練
馬
の
大
山
道
道
標
》

旧
川
越
街
道
と
ふ
じ
大
山
道
と
の
分
岐
点

に
、
道
し
る
べ
と
し
て
宝
暦
3
年
（
▲
七
五

二
こ
、
下
練
馬
村
講
中
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

高
さ
約
1
・5
m
の
石
造
物
で
す
。

大
山
道
は
、
石
神
井
、
保
谷
、
田
無
、
府

中
を
経
て
神
奈
川
県
の
人
山
へ
通
じ
て
い
ま

し
た
。
現
在
の
富
士
街
道
（
環
八
通
り
を
含

む
）
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

馬
頭
観
音
は
数
多
く
あ
る
観
音
の
ひ
と
つ

で
、
馬
に
ち
な
ん
で
、
多
く
は
牛
馬
の
息
災

や
行
路
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
る
も
の
で
す
。

区
内
に
は
1
3
0
基
余
り
の
石
造
の
馬
頭
観

音
塔
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
が
、

往
来
盛
ん
な
交
通
の
要
路
で
あ
っ
た
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
ま
す
。

な
か
に
は
区
画
整
理
や
工
事
等
に
と
も
な

い
、
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
馬
頭
観
音
も

あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
地
元
の
方
々
に
大

切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
三
原
台
の
馬
頭
観
音
）

近
）
　
に
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
道
路
の
拡
幅

工
事
に
よ
り
数
回
移
転
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

角
（
4
丁
目
2
6
番
）
へ
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
馬
頭
観
音
塔
に
は
像
の
彫
刻
は

な
く
、
文
字
だ
け
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
建

L
u
は
江
戸
時
代
中
頃
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
道

し
る
べ
を
兼
ね
て
お
り
、
行
先
各
所
と
里
程

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

下練馬の大山道道標他

平
成
5
年
度
　
区
指
定
文
化
財

《
不
動
明
王
像
》

大
山
道
道
標
上
部
の
不
動
明

王
像
は
、
道
標
建
立
時
の
も
の

で
は
な
く
、
後
世
に
制
作
さ
れ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。

《
東
高
野
山
道
標
》
　
（
写
真
左
）

高
野
台
3
r
目
の
長
命
寺
（
東

国
の
高
野
山
と
い
わ
れ
る
）
　
へ

の
道
し
る
べ
で
す
。

三
原
台
2
丁
目
1
8
番
の
馬
頭
観
音
は
、
土

地
区
画
整
理
に
よ
り
1
3
0
m
程
東
側
の
関
越

道
側
道
沿
い
（
2
丁
目
6
番
）
に
移
転
し
ま
し

た
。
寛
政
1
0
年
（
一
七
九
八
）
建
立
で
す
。

（
平
和
台
の
馬
頭
観
音
）

平
和
台
4
丁
目
の
馬
頭
観
音
は
、
も
と
は

富
士
街
道
丸
久
保
の
十
字
路
　
（
現
在
の
東
京

メ
ト
ロ
有
楽
町
線
平
和
台
駅
の
交
差
点
付

（
下
石
神
井
の
馬
頭
観
音
）

下
石
神
井
4
丁
目
2
8
番
の
千
川
通
り
沿

い
に
あ
る
石
造
の
馬
頭
観
音
塔
も
文
字
だ
け

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

文
政
9
年
　
（
一
八
二
六
）
　
に
建
立
さ
れ
た

道
し
る
べ
を
兼
ね
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ

の
馬
頭
観
音
も
道
路
の
拡
幅
工
事
で
数
十
メ

ー
ト
ル
移
動
し
て
い
ま
す
。

戦
前
戦
後
を
知
る
地
元
の
石
塚
さ
ん
は
、

千
川
上
水
の
桜
並
木
と
牛
馬
が
行
き
か
っ
て

い
た
頃
の
様
々
な
情
景
が
、
馬
頭
観
音
と
と

も
に
思
い
出
さ
れ
る
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
．
′

再生紙を使用しています。


